
東京大学・大学院数理科学研究科・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

若手研究(A)

2017～2014

局所 Langlands 対応への幾何学的アプローチ

Geometric approach to the local Langlands correspondence

９０５９７７７５研究者番号：

今井　直毅（Imai, Naoki）

研究期間：

２６７０７００３

平成 年 月 日現在３０   ５ ３１

円     7,500,000

研究成果の概要（和文）：局所 Langlands 対応の幾何学的実現について研究した．
具体的には，Lubin-Tate 空間の極限空間である Lubin-Tate パーフェクトイド空間の中にCM 点を用いてアフィ
ノイドを構成し，そのアフィノイドの形式モデルの還元のエタールコホモロジーが，simple supercuspidal 表
現に対する局所 Langlands 対応および局所 Jacquet-Langlands 対応を実現していることを証明した．

研究成果の概要（英文）：We studied a geometric realization of the local Langlands correspondence. 
More concretely, we constructed affinoids in the Lubin-Tate perfectoid space, which is a limit space
 of Lubin-Tate spaces, using CM points and showed that the etale cohomology of the reductions of 
formal models of the affinoids realizes the local Langlands correspondence and the local 
Jacquet-Langlands correspondence for simple supercuspidal representations. 

研究分野：数論

キーワード： Langlands 対応
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１．研究開始当初の背景 
 
GL(n) に対する局所 Langlands 対応は
Harris-Taylor によって，保型表現の議論を
用いて証明されたが，Lubin-Tate 空間の幾
何と局所 Langlands 対応の関係は十分に理
解されているとは言えない状況であった． 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，Lubin-Tate 空間の幾何を
調べ局所 Langlands 対応の幾何学的実現を
調べることである． 
 
３．研究の方法 
 
Lubin-Tate 空 間 そ の も の で は な く ，
Lubin-Tate 空 間 の 極 限 空 間 で あ る 
Lubin-Tate パーフェクトイド空間を調べる．
これは，Lubin-Tate パーフェクトイド空間
は Lubin-Tate 空間の情報を含んでいる一
方で，Lubin-Tate パーフェクトイド空間に
おいて，群作用を記述するのに適した座標が
存在するためである．また Lubin-Tate パー
フェクトイド空間の中にアフィノイドを構
成する際に CM 点を用いる． 
 
４．研究成果 
 
局所 Langlands 対応の幾何学的実現につい
て研究した． 
具体的には，Lubin-Tate 空間の極限空間で
ある Lubin-Tate パーフェクトイド空間の
中に CM 点を用いてアフィノイドを構成し，
そのアフィノイドの形式モデルの還元のエ
タ ー ル コ ホ モ ロ ジ ー が ， simple 
supercuspidal 表 現 に 対 す る 局 所 
Langlands 対 応 お よ び 局 所 
Jacquet-Langlands 対応を実現しているこ
とを証明した．考えている形式モデルの還元
に は ， 自 己 同 型 群 の 非 常 に 大 き な 
Artin-Schreier 多様体が現れることが分か
った．simple supercuspidal 表現に対する
局 所  Langlands 対 応 お よ び 局 所 
Jacquet-Langlands 対応の実現を証明する
ために，simple supercuspidal 表現に対す
るこれらの対応の具体的記述を与えた． 
 
また，局所 Langlands 対応の幾何化に関す
る Fargues の予想についても研究を行った．  
Fargues の予想に現れる局所 Langlands 対
応を実現する幾何学的対象である Hecke ス
タックの非安定部分について調べ，その被覆
として現れる無限レベルの Rapoport-Zink 
空間について Harris-Viehmann の予想が成
り立っていることを HN 可約性の条件の下で
証明し，応用として，Fargues の予想の 
Hecke 固有層性質が GL(2) の  尖点的 
Langlands パラメータに対しては成り立っ
ていることを証明した． 
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